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卯
月
に

思
う

新
た
な
年
度
を
迎
え
、
皆
様

方
も
心
機
一
転
新
し
い
生
活
の

中
で
新
し
い
取
り
組
み
な
ど
を

お
す
す
め
の
事
と
思
い
ま
す
。

私
は
と
い
え
ば
、
昨
年
度
ま
で

三
年
間
担
っ
た
、
県
議
団
幹
事

長
の
職
を
退
任
し
、
新
年
度
は
、

県
議
団
五
期
生
の
会
長
職
を
務

め
、
新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組

ん
で
行
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
の
勤
続
十
年

表
彰
時
に
は
同
期
生
が
十
四
人

い
ま
し
た
が
、
勤
続
二
十
年
目

を
迎
え
た
今
年
度
は
七
人
へ
と

半
減
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
時

の
移
ろ
い
の
速
さ
に
驚
き
ま
す

が
、
重
ね
た
経
験
の
中
で
、
議

員
と
し
て
の
職
責
は
年
々
重
さ

を
増
し
続
け
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
、
四
年
目

の
議
会
運
営
委
員
会
委
員
と
、

新
教
育
長
を
迎
え
た
教
育
行
政

を
所
管
す
る
文
教
委
員
会
委
員

そ
し
て
、
経
済
・
雇
用
対
策
特

別
委
員
会
委
員
と
し
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

今
年
度
も
県
議
会
議
長
と
し

て
の
経
験
と
三
年
間
務
め
た
県

議
団
幹
事
長
の
経
験
を
糧
に
、

地
元
鴻
巣
市
の
代
表
と
し
て
県

議
会
に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
月
定
例
会
報
告

過
去
最
高
の
予
算
規
模
で

歴
史
的
課
題
へ
挑
戦

令
和
８
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

県
議
会
２
月
定
例
会
は
２
月
１

９
日
に
開
会
し
、
過
去
最
高
と

な
る
令
和
８
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
２
兆
４
，
３
４
８
億
６
，
５
０

０
万
円
等
を
議
決
し
、
３
月
２
７

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
２
兆
円

を
超
え
る
一
般
会
計
当
初
予
算

の
計
上
は
、
こ
れ
で
６
年
連
続

と
な
り
ま
す
。

埼
玉
県
は
今
、「
人
口
減
少
・

超
少
子
高
齢
社
会
」
と
「
激
甚

化
す
る
自
然
災
害
」
と
い
う
歴

史
的
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
予
算
は
、
２
つ
の
歴

史
的
課
題
に
敢
然
と
立
ち
向
か

う
と
共
に
「
日
本
一
暮
ら
し
や
す

い
埼
玉
」
の
実
現
を
目
指
す
内
容

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

主
な
施
策
と
し
て
は
、
生
産

性
向
上
や
賃
上
げ
環
境
の
整
備

等
へ
の
支
援
に
５
４
億
１
，
０
４
２

万
３
千
円
（
令
和
７
年
度
２
月

補
正
予
算
含
む
）
、
中
小
企
業

等
の
更
な
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
２
９
億

９
，
４
５
９
万
円
、
全
県
立
学
校
の

体
育
館
等
の
空
調
整
備
に
３
６
億

４
，
０
２
９
万
７
千
円
等
が
盛
り
込

ま
れ
た
他
、
警
察
官
１
７
５
人
の

増
員
が
決
定
し
ま
し
た
。
増
員

数
は
全
国
最
多
で
す
が
、
負
担

率
は
ワ
ー
ス
ト
１
の
ま
ま
で
す
。

２
月
定
例
会
で
は
令
和
８
年

度
当
初
予
算
に
加
え
て
、
令
和

７
年
度
２
月
一
般
会
計
補
正
予

算
【
第
７
号
】
【
第
８
号
】

【
第
９
号
】
の
計
上
を
議
決
し

ま
し
た
。

補
正
予
算
【
第
７
号
】

４
２
億
６
，
７
８
４
万
７
千
円

先
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員

選
挙
に
係
る
経
費
で
、
財
源
は

全
額
国
庫
支
出
金
と
な
り
ま
す
。

補
正
予
算
【
第
８
号
】

２
３
６
億
８
，
５
７
０
万
円

国
の
「
『
強
い
経
済
』
を
実

現
す
る
総
合
経
済
対
策
」
に
基

づ
く
も
の
で
す
。

◎
生
産
性
向
上
や
賃
上
げ
環
境

の
整
備
等
へ
の
支
援
と
し
て

１
１
０
億
２
，
３
３
７
万
９
千
円

◎
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
に

く
い
経
営
体
質
へ
の
転
換
を

促
す
支
援
と
し
て

２
１
億
２
，
７
６
５
万
円

等
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
【
第
９
号
】

６
８
２
億
３
，
５
６
０
万

６
千
円

国
の
「
『
強
い
経
済
』
を
実

現
す
る
総
合
経
済
対
策
」
に
基

づ
く
対
応
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

令
和
７
年
度

一
般
会
計
補
正
後
累
計
額

２
兆
４
，
２
８
７
億

２
，
６
９
６
万
９
千
円

１
月
２
７
日
・２
８
日
・
３
０
日
、
私

が
会
長
を
務
め
る
「
埼
玉
県
議

会
だ
よ
り
に
係
る
広
報
検
討
会
」

が
、
「
高
校
生
シ
ン
ク
タ
ン
ク

Ｕ
Ｎ(

浦
和
西
校)

研
究
所
が
埼

玉
県
議
会
議
員
に
政
策
提
言
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
企
画
し
た
、

県
議
会
と
し
て
初
の
「
高
校
生

と
県
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

対
象
は
、
県
立
浦
和
西
高
校

１
年
生
９
ク
ラ
ス
約
３
６
０
人
。

「
Ｓ
ｌ
ｉ
ｄ
ｏ
」
と
い
う
ア
プ
リ

を
活
用
し
て
、
発
表
者
以
外
の

生
徒
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
意
見

も
確
認
出
来
、
高
校
１
年
生
の

社
会
に
対
す
る
問
題
意
識
の
高

さ
や
疑
問
な
ど
の
「
今
」
を
知

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回

の
経
験
を
県
議
会
と
若
者
達
と

の
距
離
を
よ
り
近
づ
け
る
た
め

に
、
必
ず
活
か
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
た
企
画
で
し
た
。

※
意
見
交
換
会
の
詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら→

最新情報はこちらから！

埼

玉

県

議

会

自

由

民

主

党

議

員

団

な
か
や
し
き
慎
一

●教育費は、教職員給与費や高等学校等就学支援金事業など５，９８９億円を計上

●民生費は、市町村が行う介護給付や保育所等の運営費への負担金など５，００９億円を計上

●諸支出金は、県税収入に伴う市町村への交付金や、他会計への支出金など４，３１９億円を計上

●県税収入は、個人県民税や法人二税など９，０５２億円を計上

●県債は、緊急自然災害防止対策事業債や公共事業等債など１，８６８億円を計上

●国庫支出金は、義務教育費負担金や高等学校等就学支援交付金など１，９５０億円を計上

歴史的課題への挑戦

令和８年度 一般会計当初予算
埼玉県の主な施策（抜粋）

保育士になる夢を後押し・・・・・・・・２，９７１万１千円
・中学生・高校生に保育士を目指してもらうため、保育士
養成校、保育所等と連携し夏休みに職場体験を実施

私立学校父母負担軽減補助の拡充
・・・・・・・・３４２億２，６０１万７千円

・県内全日制高校で年収約500万円
未満の世帯の生徒納付金を実質
無償化

学校体育館等における空調整備
・・・・・・・・３６億４，０２９万７千円

・児童生徒が安全な学校生活を送ることができる環境整備を加速
➢ 体育館、選択・特別教室へ空調設備を順次整備

全ての県立学校の空調整備を実現（整備目標:令和15年度）

特別支援学校の整備・・・・２７億３，２４１万６千円
・障害のある児童生徒の教育環境の充実

一部新

一部新

「こどもまんなか社会」の実現 《抜粋》

新規

拡充

「渋沢MIX」におけるイノベーションの創出
・・・・・・・・４億３，３４３万７千円

◆ スタートアップの創出・成長支援
◆ イノベーションを担う人材の育成
◆ オープンイノベーションの創出・促進

海外企業との協業に向けた渋沢MIXの海外連携体制を強化

サーキュラーエコノミー(ＣＥ)の推進
・・・・・・・・３億６，７４６万９千円

◆ＣＥ型ビジネスモデルの創出・転換支援

金融機関と連携したＣＥ普及促進強化
金融機関と連携して県内企業のCE型ビジネス転換支援を実施

産業団地を核としたＣＥ推進
産業団地を中心とした企業マッチングの推進

◆リチウムイオン電池広域回収・再資源化体制の構築
分別回収マニュアルの全市町村への展開・定着支援

生産性向上や賃上げ環境の整備等への支援
・・・・・・・・５４億１，０４２万３千円【令和7年度2月補正】

◆ 中小企業の省力化支援 20億7,584万円
➢ 対 象 ：省力化に資する設備の導入や更新
➢ 補助率 ： ２/３（賃上げを行った場合４/５）
➢ 補助対象事業費 ： 1,500万円

◆ 新技術・新製品開発への支援 9億663万2千円
➢ 対 象 ：中堅企業・中小企業が取り組む新技術や新製品の開発
➢ 補助率 ： ２/３（小規模事業者３/４）
➢ 補助対象事業費 ： 中堅企業 1億円

中小企業 3,000万円
小規模事業者 3,000万円

◆福祉施設に対する支援 10億4,130万円
○障害者就労施設

➢ 対 象 ：事業所の生産活動に使用する設備導入費等
➢ 補助率 ： 10/10
➢ 補助対象事業費 ： 設備導入 1,000万円

拠点整備 3,000万円
○介護施設
➢ 対 象 ：業務効率化を目指す施設の介護機器等の導入費用

（見守り機器、インカム等）
➢ 補助率 ： ４/５
➢ 補助対象事業費 ： 1施設(定員70人)の場合 2,660万円

◆医療施設に対する支援 13億8,665万1千円
➢ 対 象 ：救急医療等において特に重要な役割を担う病院の

生産性向上のための設備導入費
➢ 補助率 ： ２/３
➢ 補助対象事業費 ： 役割に応じ 2,000万円～5,000万円

持続可能なまちづくりと経済成長の実現 《抜粋》

中小企業等の更なるDXの推進
・・・・・・・・２９億９，４５９万円【令和7年度2月補正】

◆ 商工団体のＤＸ推進 4億6,000万円
➢事業者支援能力の向上に繋がるDXの取組に補助

◆ 商工団体への「経営サポーター」配置（県内8拠点） 9,264万円
➢支援策のマッチングと伴走支援を実施

◆ 県内中小企業等のＤＸ推進 24億4,195万円
➢ＤＸツールを紹介する体験型展示会を金融機関と共催で開催（県内5か所）

➢ＤＸツール展示のほか、県の補助金活用などを促すブースを設置

八潮市道路陥没事故を踏まえた下水道管路の
老朽化対策・・・４８億８，３１０万円【流域下水道事業会計】

◆ 下水道管の破損及び道路陥没への対応
・復旧工事を進めるとともに影響を受ける周辺住民・事業者へ
必要な補償等を実施

・救助に係る経費や補償費等の財源を一般会計から補助

激甚化・頻発化する自然災害と新たな危機への強固な備え《抜粋》

一部新

下水道管路のリダンダンシーの
確保（複線化）

・リダンダンシーを確保するため
複線化工事に着手

新

更なるＤＸの推進による県民サービスと生産性の向上《抜粋》

新規

「日本一暮らしやすい埼玉」の着実な実現

警察活動の強化・・・・・・・・・５億１，４１９万６千円

デジタル捜査に匿名・流動型犯罪グループ
及び外国人犯罪対策の強化

・スマートフォン解析機器等の整備
・防犯ビデオカメラ映像解析用ソフトウェアの整備

警察官の定数増員 ２年連続 全国最多

・全国４７５人の増員のうち、１７５人の増員
➢ サイバー空間における対処能力の強化
➢ 匿名・流動型犯罪グループに対する戦略的な取締りの強化

県民の暮らしの安心確保 《抜粋》

新規拡充

新

拡

介護・医療人材の確保・・・・・・２億４，６２７万９千円

◆介護人材の確保 1,582万円9千円
・奨学金返還支援を行う介護施設への補助

◆看護人材の確保 5,045万円
・奨学金返還支援を行う医療機関への補助
・就業環境の整備、就業支援金等の支給を行う医療機関への補助
・ワンストップで情報収集できるポータルサイトを構築

◆医師不足地域等の医師確保促進 1億8,000万円
・医師育成奨学金貸与者の勤務先の拡大【条例】
・医師不足地域・診療科への医師派遣補助

介護・医療体制の充実 《抜粋》

新規

全国健康福祉祭開催・・・・・２１億１，４２９万２千円

ねんりんピック
彩の国さいたま２０２６ 令和８年１１月７日（土）～１０日（火）
咲き誇れ！長寿と笑顔 彩の国

・県内２４市町で行われる３０種目の交流大会、
ｅスポーツや音楽文化祭などを開催

人生１００年を見据えたシニア活躍の推進 《抜粋》

県産いちごの品質向上・・・・・・・・・・・５，３３０万円
・県育成品種「あまりん」の品質を高位・安定化し、

県いちごブランドの長期確立につなげるため、
ＡＩを活用した取組を実施

儲かる農林業の推進 《抜粋》

新規

一部新

カスタマーハラスメント防止対策・・７，４５９万２千円
・誰もが安心して働くことができる就業環境を整備
するため、事業者等の取組を支援
➢ 令和８年７月１日条例施行
➢ 総合相談窓口の設置、コンサルタントの派遣 等

誰もが活躍し共に生きる社会の実現 《抜粋》

新規

データ抽出・解析能力の強化

による捜査の迅速化・効率化

重要証拠の確実な確保

早期の犯人検挙・組織壊滅

一部新

新

一部新

新

新

新

新規

令
和
７
年
度

２
月
補
正
予
算
に
つ
い
て

※端数処理のため計が合わない場合があります。

高
校
生
と
県
議
会
議
員

と
の
意
見
交
換
会

クラスの代表グループからそ
れぞれが感じた「地域課題に
対する解決策」について発表
がありました。

ものづくり人材の育成・・・・・・・・・・・・・１，２００万円
・高等技術専門校の訓練生が技能を披露する「埼玉技能甲子園（仮称）」を開催

稼げる力の向上 《抜粋》

新規
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① 騎西鴻巣線（下忍）自転車歩行者道整備費
【事業の概要】
長さ＝１３０ｍ
幅＝７．０（１２．５）ｍ
委託・工事・用地・補償

② 行田蓮田線（郷地）交通安全施設整備事業費
※令和7年度国補正予算あり 【事業の概要】

長さ＝６９０ｍ
幅＝８．０（１５．０）ｍ
委託・工事・用地・補償

③ 鴻巣羽生線（広田）交通安全施設整備事業費
【事業の概要】
長さ＝４６０ｍ
幅＝６．０（９．５）ｍ
委託・工事・用地・補償

④ 鎌塚鴻巣線(宮前)社会資本整備総合交付金事業費
【事業の概要】
長さ＝２８０ｍ
幅＝７．５（１６．０）ｍ
委託・用地・補償

⑤ 鴻巣川島線（鴻巣立体）道路改築費
【事業の概要】
長さ＝６８０ｍ
幅＝１３．０（２７．０）ｍ
委託・用地

⑬ 鴻巣川島線（本田高架橋）橋りょう修繕費
【事業の概要】修繕設計
長さ＝１１４．２４ｍ
幅＝９．７５ｍ （委託）

【事業の概要】
電線共同溝本体工
支障物件移設
工事・補償

【事業の概要】
測量設計 委託

⑧加須鴻巣線(生出塚) 路上路盤再生工法
舗装修繕 長さ＝１４０ｍ 幅＝ ７．０ｍ 工事

⑨加須鴻巣線(笠原) 路上路盤再生工法
舗装修繕 長さ＝２４０ｍ 幅＝ ７．０ｍ 工事

⑩鴻巣羽生線 路上路盤再生工法
舗装修繕 長さ＝３００ｍ 幅＝ ７．２ｍ 工事

⑪東松山鴻巣線 切削オーバーレイ工法
舗装修繕 長さ＝１８０ｍ 幅＝１０．９ｍ 工事

⑰ 元荒川 河川改修費（水辺）
【事業の概要】
河川管理施設修繕
工事

⑱⑳ 野通川 河川改修費（水辺） 【事業の概要】
河川管理施設修繕
⑱工事・委託
⑳工事

⑲㉑ 元荒川 河川改修費（水辺） 【事業の概要】
河川管理施設修繕
⑲委託 ㉑工事

⑭ 東松山鴻巣線（滝馬室歩道橋）橋りょう修繕費
【事業の概要】主桁補修
長さ＝２０．５ｍ
幅＝１．９ｍ （工事）

⑮ 北根菖蒲線 道路環境整備費
【事業の概要】
防草対策工
長さ＝７００ｍ
工事

下忍小学校前から武

蔵水路方面への県道、

両側とも狭く歩行者など

の安心・安全には必須。

未だ未買収個所も残す

が、8年度の事業が進

むとかなりの利便性向上が

見込まれる、急ぎたい。

交通量の多い県道の歩

道整備、歩行者の安心・

安全確保へ。広田交差点の

右折矢印→も調査実施中。

上尾道路延伸に後れを

とれない本事業。用地

買収を着実に進め、いち早

い工事実施へと進めたい。

上尾道路延伸に後れを

とれない本事業。ＪＲ

を越える高架部下の地質調

査。しっかり行う必要あり。

18 20

19 21

糠田橋から市内へと

向かう本田高架橋。

修繕工事ための設計を実施

します。交通量の多い道路

の安心・安全へ。

下を通るたびに「痛み

がひどいな」と気になっ

ていた歩道橋。安心して通

れるようになりますよ。

三ツ木橋付近から200

ｍに渡る護岸工事。

近くに民家もあることから、

断面をしっかりと維持し河

川流量を担保。

野通川沿川には補修

の必要な護岸が散見。

護岸ブロックの適切な維

持管理を実施しないと断

面の変形につながる。

筑波橋から下

流500ｍの県

管理区間のクビア

カツヤカミキリ対

策。樹木診断の実

施。

地域にお住まい

の方から要望いた

だいた除草作業の延長。

断面を防草コンクリー

トで覆います。車の安

全な走行環境を確保。

⑥⑦ 仲仙道線（雷電工区） 街路整備費・街路改良事業費 ⑫ 鴻巣停車場線（本町工区） 電線地中化（道路）整備費 ⑯ 一級河川元荒川 河川改修費

交差する市道の改良工

事とタイミングを合わ

せたかった本事業。大分後

れを取ってしまったが、電

線地中化を含めて8年度事

業が着実に進めば、いよい

よ朝晩の渋滞解消に寄与す

ることとなるだろう。補正

予算も加味すると2億円を

上回る予算を確保。地域住

民・通過交通者の利便性が

大幅にＵＰするだろう。

当該自治会の会長さ

んとご相談の上着手

した本事業。停車場線

(駅通り)反対側と同じよ

うな幅の広い歩道へと、

いよいよ電線地中化の本

体工事と支障物件の移設

補償を行う。この先は、

沿線の商店の皆様や地域

住民の皆様の意向にしっ

かり耳を傾けた事業進捗

を期待する。

周辺の地権者様や地

域住民の皆様から、

「一体どうなっているの

か？」とのお声も漏れ聞

こえてくる本事業。8年

度は、9年度以降に予定

する用地取得に向けた測

量設計を委託します。約

30haにも及ぶ測量には、

1億円を超える予算を確

保。賛同いただける地権

者の皆様は、買収はまだ

かまだかと待っている状

況。着実な進捗を。

【事業の概要】
長さ＝１７０ｍ
幅＝６．０（１６．０）ｍ
工事

※令和7年度国補正予算あり※令和7年度国補正予算あり


